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⑨ 学会報告

1 )  西 尾健一， 林 久子， 片 山 和 憲， 掛見 正 郎，

小泉 保 : フ ロ セ ミ ド の家鬼 に お け る 消失 と 利尿
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解析. 日 本薬学会第111年会， 1991， 3 ， 東京.
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Ther. 256 : 18-23. 1991. 
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tory effect of rehmaionoside B，  a constituent 
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格筋 ア セ チ ル コ リ ン受容体活性 を 制御す る 細胞内

カ ル シ ウ ム (RAMIC) と ス ト レ プ ト ゾ ト シ ン糖尿

病態 に よ る 脱感作 元進. 第 5 回 糖尿病動物研究

会. 1991， 2 ， 東京.

2) 松井哲夫， 木村部子， 木村正康 : KK-CAY マ ウ

ス 糖尿病態 に お け る ア セ チ ル コ リ ン 感 受 性 の 変

動. 第 5 回 糖尿病動物研究会， 1991， 2 ， 東京.
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-8 の マ ウ ス 自 発運動抑制作用 に お け る 末梢 - 中

枢連関 と loxiglumide の措抗作用 に 対す る 糖尿病
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6) 折戸哲也， 門 田重利， 菊地 徹， 木村郁子， 木
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1991， 3 ， 東京.
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培養マ ウ ス 血管平滑筋細胞増殖抑制 と そ の作用様

式 に よ る 新 し い 評価法. 日 本薬学会第111年会，

1991， 3 ， 東京.

8) 木村正康 : 神経筋 シ ナ プス 後膜 に お け る SuCh

遮断作用 の 新機構 : 漢方薬蒼7ft成分 β-eudesmol

の細胞内 Ca に 係 わ る 非競合的遮断作 用 点. 第13

回 日 本麻酔 ・ 薬理学会総会 招待特別教育講演，

1991， 6 ， 東京.

9) Kimura 1 . ，  Kimura M. ，  Tsuneki H.， and Kondoh 

T. : nACh receptor-activity modulating intracel­
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roles. The 3rd International Symposium on Exci司

tation-Contraction Coupling in Skeletal， Cardi­

ac and Smooth Muscle， 1991， 6 ，  Banff. 

10) 木村正康， 木村郁子， 松井哲也， 牧野充弘 : マ

ウ ス Aconitine 不整脈 に 対す る 附子含有成分 を 含

む 拾抗薬物の 作用 パ タ ー ン . 第 8 回和漢医薬学会

大会， 1991， 8 ， 大阪.

11)  木村正康， 木村部子， 長浦 健， 古林伸二郎，

吉崎正雄， 門 田重利， 菊地 徹 : 辛夷成分に よ る

ラ ッ ト 培養血管 内皮細胞増殖抑制作用 . 第 8 回和

漢医薬学会大会， 1991， 8 ， 大 阪.

12) 木村正康 : 漢方薬体系 の作用 原 理 に 関 す る 系

統的解明. 海峡両岸第 二 届 中 医 蔚学 交 流大会，

1991， 9 ， 慶門.

13) 木村正康， 岡崎真理， 木村郁子 : 糖尿病態の マ

ウ ス 神経筋 シ ナ プス に お け る ア セ チ ル コ リ ン遊離

に 対す る サ ク シ ニ ル コ リ ン の作用 機序. 第42 回 日

本薬理学会北部会， 1991， 10， 仙台.

14)  古林伸二郎， 長浦 健， 木村部子， 木村正康 :

1n vitro 血管新生 に 対す る マ ク ロ フ ァ ー ジ 分泌物

の効果. 第42 回 日 本薬理学会北部会， 1991， 10， 

仙台.

15)  木村正康 : Chronically selective anti-

inflammatory action of neolignans from ‘shin-i' 

(Flos magnoliae) on angiogensis and 

proliferation of endothelial cell. The 2nd 

Japan-China Joint Meeting on Pharmacology， 

1991， 11 ， 東京.

16) 野島浩史， 田 中克 尚 ， 木村郁子， 小泉 徹， 木

村 正 康 : 脱分極性遮 断 薬 の SuCh か ら 展 開 し た

PMBA 系 化合 物 に よ る ACh 受 容 体 脱 感 作 性 神

経筋遮断作用 . 第 l 回 医薬化学部会年会， 1991， 

12， 岡 山 .

1 7 )  中 島 登， 木村郁子， 木村正康， 清水洋彦， 河

野 源 : Salivary peptide P-C の glucagon 放出

抑制作用 に お け る essential moiety. 唾液腺学会，

1991， 12， 東京.

⑮ その他

1) 郭 析， 路 保， 古林伸二郎， 木村部子，

木村正康 : 葛根湯加川 考辛夷 に よ る 慢性抗炎症作

用様式. 和漢医薬学会誌 7 : 324-325， 1990. 

2) 路 保， 古林伸二郎， 木村郁子， 木村正康 :

桂枝加7ft附湯構成生薬の 慢性炎症作用 に お け る 薬

理 学 的 役 割. 和 漢 医 薬 学 会 誌 7 : 364 -365， 
1990. 

3) Kimura 1. ，  Uwano T.， Kadota S. ，  Kikuchi T.， 

and Kimura M . : Musclide-Al : a new type of com­

pound activating protein kinase C derived from 

an old drug， musk， in traditional Chinese med­

icine. Planta Med. 56 : 505， 1990. 

4) 木村正康 : 論壇 : 薬系卒業生の 就職最前線 と 指

導方針. 薬事新報1653 : 792-793， 1991. 

5) 木村都子， 恒枝宏史， 近藤高史， 木村正康 : 骨

格筋 ア セ チ ル コ リ ン 受容体活性 を 制御 す る 細胞 内

Ca2+ (RAM1C) と Streptozotocin 糖尿病態 に よ

る 脱感作充進. 糖尿病動物 第 5 巻， 糖尿病動物

研究会編， 109-112， 医薬 ジ ャ ー ナ ル 社， 大 阪，

1991. 
6) 松井哲也， 木村郁子， 木村正康 : KK-CAY マ ウ

ス 糖尿病態 に お け る ア セ チ ル コ リ ン 感受 性 の 変

動. 糖尿病動物 第 5 巻， 糖尿病動物研究会編，

113-118， 医薬 ジ ャ ー ナ ル社， 大阪， 1991. 
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Chromatogr. 538， 125-131 (1991) . 
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Direct enantiomeric separation of β-amino 

acids and β-amino alcohols by ligand-exchange 


